
 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標   ○まじめな子    ○あかるい子    ○がんばる子 

                              

                                        

目指す学校像  

よさを認め、学び合い高め合い、やる気と笑顔あふれる学校（個の伸長 公の育成） 

～自分のよさ、友達のよさ、地域のよさを再発見・大発見～ 

安行小学校７月号 

令和７年７月１日 

「学力」向上への取組 

～ 夏休みを利用して弱点の補強を ～ 

 

校長 岩本 好則 

 

 あと３週間で、子供たちが楽しみにしてい

る夏休みがやってきます。およそ 40日の夏休

みは、子供たちそれぞれにあった計画を立て、

実行に移すための貴重な休みでもあります。

御家庭では、子供にあった計画が立てられる

ように、子供を応援してあげてください。 

 本校では、子供たちに「読む・書く」「計算」

の基礎的・基本的な内容を身につけさせるた

めの取組を実施しています。また、その日の

学習内容の復習と机に向かう習慣を育成する

ために、毎日「学年×10分」の宿題を出して

います。時間は目安で、個人差もあることか

ら、自主学習に取り組んでいる子もいます。

御家庭では、学年にもよりますが、「今日の宿

題は何」「宿題、終わった」などの「声かけ」、

終わっているか「目をかけ」、子供によっては

「手をかけ」てください。 

 学校では、「見つけ 広げ 深める算数科の

授業実践」を主題に「よさを認め、学び合い、

高め合う児童の育成」を副主題に研究に取り

組んでいます。また、子供が共に学び、高め合

うためには、集団としての学級の力を高める

必要があります。そこで、支援的な学級風土

をつくっていくために、子供たちが自分たち

の学級生活について振り返り、問題点と解決

策を共有する取組も実施してまいります。 

子供たちが自分の学級のどのような力を高

めたいか、そのためにはどうすればよいか解

決の方法を話し合い、計画を立て、取り組ん

でいきます。この取組を通して、友達の話を

しっかり聴いて、話をつなげようとしたり、

互いに助け合い、学級を楽しくするためには

どうしたらよいかを考えたりします。 


